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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

・東野　愛様～Aユニット13号室→Bユニット1号室へ移動となる。
・松尾　昭男様～東病棟Cユニット6号室から南病棟Aユニット113号室へ
転出となる。
・高橋　康一様～東病棟Dユニット16号室から西病棟Aユニット41号室へ

転出となる。
・田代　浩太様～本人希望にて、本日夕より大盛りで提供となる。
・佐々木　理佳様～不穏時）リスペリドン内用液0.5ml　1P　10回分
不眠時）ルネスタ(1)1T　5回分処方。
・袴田　将志様～不眠時）レボトミン(25)1T+トリアゾラム(0.125)1T　
10回分処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。午前中、床屋の為、スタッフの強力な見守りの下、開放観察開始している。床屋終了後、ホールにて開放観察行うが、他者の私物を盗ろうとする事あり、早めに開放観察終了とする。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。車椅子自操しホールにて過ごす。特定男性患者様との口論はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。眠気を訴え朝食不食。内服拒否なくスムーズ。
女性スタッフ居る為、再び原則に沿って、排泄はオムツ対応になる事を説明し了解得る。口渇訴え、食事代替え品提供し適宜水補行っている。スタッフ対応穏やか。礼節保たれている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・三浦　久司様～朝食全量摂取。不調の訴えや転棟に関しての訴えなし。表情穏やか。自室から出ることなく臥床して過ごす。
・若沢　理子様～自室にて無為に過ごすが、危険行為や不潔行為なし。退院に関しての訴えはない。幻聴について「ある」と話すが、詳細については
「話せません」と話す。表情の硬さはない。
・木村　格治様～朝食1/2摂取。下痢便の為、朝食後薬アローゼン1P、酸化マグネシウム錠2T除剤している。腹部不快感はない。活気なく臥床して過ごす。
・遠嶋　剛様～対面時穏やかで苛々感や病的体験に左右された訴えは無い。内服に関
する訴えも聞かれず自室で臥床がちに過ごされている。

・角　穂並様～朝食・昼食拒否なく摂取する。易怒性や不穏さは無く、家族からの差
し入れあり本人に渡すも仕分けや整理が出来ずスタッフ介入要する。
妄想的な言動、幻聴に関する訴えは無い。
・島　龍太郎様～喫煙に関する訴え聞かれ苛々感あるも、頓服の使用は見られず。
余暇は自室にて過ごし、他者交流や活動性はかなり低い。

・鹿原　良三様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下は見られず。ケア時の拒
否著明で大声を上げることあるも、ケア時以外は落ち着いている。黒色便持続してみられている。
＜金Dr診察情報＞

・東野　愛様～何度声掛けをしても診察を拒否し、ベッドサイドに主治医が診察に行くと、声掛けしても完全に無視をしている。主治医ではないという妄想は持続している。臨時薬は同内容で処方。

・中村　真理子様～診察では今までと同様にやや誇大妄想的な言動で話し、病識はあまり理解出来ていない様子あり。主治医の説明には納得している。臨時薬同内容で処方。西病棟転出許可。
・飯岡　未来様～診察中、奇異的言動見られている。臨時薬は同内容で処方。
・戸耒　茂様～診察時ハッキリとした口調で受け答えされている。臨時薬は同内容で
処方。南病棟転出許可。
・沖田　康夫様～診察時にハキハキと受け答えされている。車椅子の安全帯を外す落ち着かない行為を診察中にも行っている。臨時薬は同内容で処方。
・角　穂並様～診察時落ち着いた口調で話す事出来ている。臨時薬は同内容で処方。
・高橋　千代子様～やや活気はないが、調子については「ややいい」と返答あり。
　　　　　　　　　診察室まで来ることが出来ており、帰宅要求言動はない。臨時薬は同内容で処方。南病棟転出許可。
　
・中村　聡様～銀行の通帳の残高に関連した言動を訴え続けている。ワーカーに
相談するよう伝えても何度も執拗に訴えている。臨時薬同処方。
